
フ
ト

②
ソ

・
地
域

対
策

災
力
の
強
化

（
水
防
・
避
難
訓
練
、

設
置た

・・・
浸
水
セ

Ｓ
Ｎ
Ｓ

浸
水

の
活
用
し

逃
げ
る
た

情
報
収
集
、
提
供

め
の
高
台
避
難
場
所
の

・・

防

出
前
講
座
）

ン
サ

を
か
ら

確
保

道
路
冠
水
対
応

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
利
活
用

ラ
ン
の

位
置
付

取

み
を
実
施
す

、
効

証
、

要
に
応
じ
て

直
し

機
関
と
連
携

達

り

で
い
き
ま
す
。

甚じのん

、

る

や
気
候
変

量
の

対

は
、
河
川

動管

河
川

ど

ー
ド
対
策
だ

っ
て

す
。

水

備

ザ
ー
ド
マ
ッ

浸

リ

を
確
認
す

で

果を
行

成頻増改
困
難
と

の
う

水
な

で
き

今
後
の

け
た

の
検い

、

に
取

発
す

加
に

修
なな

の
準

ど
の

る
浸
水

進
め
方

り
組必

関
係

組
ん

豪
雨

し
て

の
ハき

ま

、
ハ

ス
ク

対
策
に
ご
協
力

るを

水
害
対
策
プ

プ
ラ
ン
に

る
と
と
も
に

プ
ラ
ン
の
見

し
て
、
目
標

近
年
の
激げ

き

に
よ
る
降
雨

理
者
に
よ

け
で
は

土
の
う

プ
で
自
宅

な
ど
、
個

お
願
い
し
ま る

対
応
が

やの人
す
。

いプ
わ
た
流
域
治
水
共
創

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
ま
し
た

み
ん
な
で
減
ら
そ
う
！ 

浸
水
被
害

道路河川課

（西庁舎２階）

0538-37-4993☎

0538-32-3948ＦＡＸ

令
和
４
年
台
風
第
15
号
に
よ
る
多
く
の
浸

被
害
を
受

た
太
田
川
流
域
の

「
仿
僧
川
・

ノ
浦
川
」

敷
地
川
」、
天
竜
川
流
域
の

一
雲
済
川
」

対
象
に
、
静
岡
県
や
袋
井
市

連
携
し

「
け、

「を
水
災
害
対
策
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

 

水今「とま
し
た
。

こ
の
う
ち
磐
田
市
が
取
り
組
む
施
策
を

「
い

た
流
域
治
水
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名

 

わけ

流

の

ら

る
関
係
者
と
一
緒
に
水

付災

、
害
の

域
軽
減
に

あ取
り

ゆ組
み
ま
す
。

ページ番号

1001897

ラ
ン
に
盛
り
込
ん
だ
主
な
施
策

（
河
道
拡
幅
な
ど
、
側
壁
か
さ

プ

ん
水
防
除
排
水
機

ど

樋
門
、
水
門
等
の

（に
よ
る

砂
、
立

積
、
植
生

茂
に
よ
る
流
下
阻
害

施
設

（
調
整
池
、
遊
水
地
）

（

ぼ
ダ
ム
）
の
推
進

い
わ

流
域
治
水
共
創
プ

ジ
ェ
ク

で

ロ

き
る
だ
け
防
ぐ

ト

、
減
ら
す

は対
策

復
る
た
め
の

旧
・
復
興 対

策の
た
め

の
整
備
な
ど
に
よ
る

ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
作

」
の
両
方
か
ら
推
し

流
域
治
水
の
考
え
方

施
策
を
、
約
10
年
間

特
に
期
限
を
定
め
な

け
、
計
画
の
見
直
し

に
行
い
、
よ
り
効
果

をいや的

た

①
氾
濫
を
で

②
被
害
対
象
を
減
少
さ
せ

③
被
害
の
軽
減
、
早
期

の
対
策

の
３
点
に
つ
い
て
、
施
設

「
ハ
ー
ド
対
策
」、
ハ
ザ
ー

成
に
よ
る

「
ソ
フ
ト
対
策

進
め
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な

想
定
し
た

「
短
期
」、

「
長
期
」
に
位
置
付

掘
り
起
こ
し
を
定
期
的

か
つ
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
し
て
い
き
ま
す
。

土

逆
流
防
止
）

市

市

場
、
た

設
備
更
新
、
増
設
な

整
備

備
、
治
山
事
業

ン 市
県

繁 市市

県
透田

ん
市

水
災
害
対
策
プ

①
ハ
ー
ド
対
策

・
河
川
改
修

上
げ
）

・
場
の

・・
森
林
整

木
流
出
抑
制

・
土
砂
堆

な
ど
の
防
止

・
雨
水
貯
留
浸

の
整
備

・
水
田
貯
留

雨
水
排
水
ポ

県
県

市

市

市

市

市

市

県  県が実施 市  市が実施

市

敷地川流域
一雲済川流域

仿僧川

今ノ浦川流域

11
広
報 10

広
報2024年（令和6年）9月号 2024年（令和6年）9月号



令和７年４月入園　保育園 ・ 認定こども園 ( 保育園枠 ) ・ 地域型保育の入園申し込み

◆一次募集受付期間　10月１日㈫～ 10月 31日㈭　午前8時30分～午後5時 15分　（土 ・ 日曜日、 祝日を除く）

◆申込書類　幼稚園保育園課、 各支所市民生活課、 ひと ・ほんの庭　にこっとで配布します。

　　　　　　　　 ※市ホームページからダウンロード可　※ひと ・ほんの庭　にこっとは、 土 ・日曜日、 祝日開館 （月曜日休館）

◆申込方法　①必要書類を全て添えて、 幼稚園保育園課へ提出　②パソコンやスマートフォンから申し込み

　　　　　　　　 ※詳しくは、 市ホームページをご覧ください。 添付書類が必要となります。

◆選考方法　世帯状況や保育を必要とする理由などを考慮し、 必要性の高い方から入園を決定します。 結果は令和７年１月末までに申込者

　　　　　　　　 全員に通知します。 なお、 申込者が多数の場合は、 入園できないことがあります。

◆その他　二次募集の受付期間は、 １１月１日㈮〜１月３１日㈮です。 令和７年５月以降の入園希望者は、 入園希望月の３カ月前に申し込みく

　　　　　　　ださい。

令和７年４月入園　公立幼稚園 ・ 公立認定こども園 ( 幼稚園枠 ) の入園申し込み

◆募集期間 ・ 時間　11 月 1日㈮～１１月 29日㈮　午前9時00分～午後 4時30分　（土 ・ 日曜日、 祝日を除く）

◆申込書類　10月 25日㈮から各幼稚園、 認定こども園で配布します。

◆提出方法　必要書類を全て添えて、 通園を希望する各幼稚園、 認定こども園に提出。

◆選考方法　申込者が募集人数を超えた場合は抽選となります。 抽選に漏れた場合は、他の幼稚園、認定こども園に申し込むこともできます。

◆その他　 ・ 市内全域の公立幼稚園、 認定こども園から選択できます。 （通園区の自由化）

　　　　　　　 ・ 複数の園への申し込みや私立認定こども園の幼稚園枠との併願はできません。

　　　　　　　 ・ 私立の幼稚園、 認定こども園 （幼稚園枠） の申し込み方法は各園にお問い合わせください。

令和 7 年度

保育園 ・ 認定こども園 ・ 幼稚園などの入園募集

幼稚園保育園課

（i プラザ 3 階）

0538-37-2754☎

0538-37-4631ＦＡＸ

ページ番号

1004392

対象児 平成３１年４月２日以降に生まれた乳幼児　※施設によって受け入れ可能な月齢が異なります

対象園

保育園 認定こども園 地域型保育

磐田北保育園

豊田北保育園 ( ※ )

豊田西保育園

こうのとり保育園

いずみ保育園

いずみ第二保育園

いずみ第三保育園

西貝保育園

風の森保育園

中泉保育園

リーザプレスクール

豊田みなみ保育園

ひまわり保育園

バディ保育園

めいわ竜洋保育園

大藤こども園

磐田なかよしこども園

豊田南こども園

青城こども園

豊岡こども園

福田こども園

竜洋東こども園

二之宮こども園

龍の子幼稚園

広瀬こども園

岩田こども園

ひよこ保育園

はあとふる保育園

りんご保育園

ハッピー保育園

磐田のびやか保育園

ハッピー第二保育園

四季の風保育園

新貝ひよこ保育園

ハッピー第三保育園

ゆうあい保育園

のっぽ保育園

にじいろ保育所

ゆやの里あいむ保育園

認定こども園ハローうさぎ山

聖隷こども園こうのとり豊田

聖隷こども園こうのとり東

聖隷こども園こうのとり富丘

子育てセンターみなみしま

子育てセンターとみがおか

対象児 平成３１年４月２日〜令和４年４月１日に生まれた幼児

幼稚園 認定こども園

磐田北幼稚園

対象園 磐田南幼稚園

向笠幼稚園

長野幼稚園

田原幼稚園

竜洋幼稚園

豊田北部幼稚園 （※）

豊田東幼稚園

豊岡南幼稚園

大藤こども園

磐田なかよしこども園

二之宮こども園

福田こども園

竜洋東こども園

青城こども園

豊田南こども園

豊岡こども園

※令和８年度、 民営 ・認定こども園化予定

※令和８年度、 民営 ・認定こども園化予定
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♯
７
１
１
９
と
は

急
な
け
が
や
病
気
を
し
た
時
、
救
急
車
を
呼

だ
方
が
い
い
の
か
、
家
で
様
子
を
見
た
方
が

い
の
か
、
判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

す
。
そ
ん
な
時
に

「
♯
７
１
１
９
」
に
電

か
け
る
と
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
資

話格

持
つ
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

受
け
ら
れ

んいまををる
の
が

す
。

全

29

り
、
静
岡
県

は
10

国月
よ

を

救
急
安
心
電
話
相
談
窓
口
で

地
域
で
実
施
さ
れ
て
お

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

い
か

方
が

だ

い
い

き
る
内
容

行
っ
た

呼
ん

が
に
対
す

相
談
で

・・・・
病
院
に

救
急
車
を

病
気
や
け

医
療
機
関
の

い
方
がる

情
報
、
受
診
す

か

応
急
処
置
の

べ
き

方
法

診
療
科
目

♯
７

１
９

１

ご
活
用
く

を

だ
さ
い

救
急
安
心
電
話
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
す

警防課救急企画室

（消防署２階）

0538-36-9919☎

0538-36-0951ＦＡＸ

ページ番号

1001897

.ＱＡ.

対

る
け
ど
、
医
師
な
ど
も

看待
機
し

誰
が
電
話
に

護
師
がて

い
る 出

る
の

応
すよ

。

.

ど
ん

で

ＱＡ.

答
え

な
相
談
で

れ
な
い

も問
い
合
わ

も
あ
る
よ
。

関
す

こ
と

ら
治
療
中
の

セ
カ
ン
ド
オ 病

気
に

ピ
ニ
オ

き
る
のせる

ン
と
し
て
の

・・・
医
薬
品
の
情
報

（

利
用

効
能
、
副
作
用
）
な
ど

♯
７
１
１
9
で

で
く

ＱＡ ..

そ
の
機
能
は
今

。
救
急

が

要
と

う
助

た
ら
、

れ
る
の

車
１
１
９

て
で
も

だ
と
思
っ
た

必番
へ

そら
れ迷

わ
い

電
話
し

以
外ず

１
１

救
急
車
を
呼
ん

は
無
い
ん
だ

言
を
も
ら
っ

ね
。

緊
急
、
重
症

９
番
へ
電
話
し
て
ね
！

♯
７
１
１
９

、

を
受
診
せ
ず
、

あ

ま
す
。

症

を
争
う
サ
イ

ん

１
９
」
へ
電

看

師
が
症
状
を

れ
早
期
発
見

医
療
機

る
と

状
が
一

。
「
♯
７

護
師
や

に
な
る

関
思
い刻１医方

を
減
ら
す
こ

出
動
件
数
は
増
加

て
い
く
こ
と
が
見

数
が
増
え
る
と
、

傾込緊

と
へ

到
着

間
や

向ま急医
療
機
関
へ

な
り

時ま
す
。

必
の

遅
く要

な
方
へ
届
け

の
効
果

①
隠
れ
た
重
傷
者
の

症
状
が
軽
い
と

様
子
を
見
る
こ
と
が

し
か
し
、
そ
の

ン
か
も
し
れ
ま
せ

話
す
る
こ
と
で
、

聞
き
取
り
、
手
遅

と
が
期
待
さ
れ
ま
す

②
医
療
資
源
の

全
国
的
に
救
急

に
あ
り
、
今
後
も

れ
て
い
ま
す
。
出

性
の
高
い
傷
病
者

の

限
ら
れ
た
医
療

る
助
け
に
な
り
ま
す

。

有
効
活
用

車
の増

え
動
件

の
も

到
着
時
間
が

資
源
を

。

Ｑ.

ど
ん

Ａ.

静

、
県
内
に
い
る

15
岡歳

以
上
の

な
人
が
利
用
で

県
の
＃
７
１

人
が

１使
え き

る
の

９
はる

よ
。

.

い
つ

ＱＡ.

に

機

診
療
し
て
い
な
い
時
間

利
用
で

医
療

使
え

き
る
の

関
が

よ
。時

〜
翌
日
午
前
8
時

る

午
後
６

午
後
１

8

主帯
に

平
日
：

土
曜
：

日
曜
、
祝
日
：

時
〜
翌
日
午
前

午
前
８

時

時
〜
翌
日
午
前
8
時

.

15

の

ＱＡ.

15

満

岡
る
の

こ

急
電

の
♯
８

人
は
ど
う
す

人
は
、
静

０
０
０)

を

ど

利
用
し

ね
。

24

も
救てよ

。

歳
話
相
談

こ
ち
ら

詳
し
く

歳
未
満

未(

はは
、
毎
日

県
ホ
ー
ム
ペ 時

間
使
え

ー
ジ
を

る見
て
ね
。

磐田市消防本部

イメージキャラクター

　　　　　べっくん▲県ホームページ

♯
７
１
１
９
に
つ
い
て
、
べ
っ
く
ん
に
聞
い
て
み
よ
う
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ページ番号

1012384

ん
な
で
守

、

来
へ

みつ

り

な
げ
る
地
域
の

未医
療

健康増進課

（i プラザ３階）

0538-37-2013☎

0538-35-4586ＦＡＸ

は
ど
医
療
機
関
で
の
治

や
ケ
ア

枠

わ
れ
ず
、

て

が

き
る
よ

民

の

安
心
し

の
健
康

組
み

暮を 地
域
医
療
と

病
院
な

に
と
ら

ら
す
こ
と

支
え
る

で

仕
組
み
の
こ
と

療

地
域
住
民
が

う
地
域
住

で
す
。

９
月
は

『地
域
医
療
を
考
え
る
月
間
』
で
す

「

い
わ

」
は

市

し

、

25

ら

動 活
動

療てを
し

い
ま

ま

取
り
に

す
る

、
自
身

生
活

行
っ
て

す
。

強質動

架
け

支健換りる
方

健
康
増

た
平
成

て
関の

い
ま

進
課
へ

、
年
か

す
。勉の活

お
問
い

民
と

地た
、

会を
高

に
興

合
わ 地

域
医
療
い

市
民
団
体

医
療
の

域
医
療
を

医
療
、

や
情
報
交

め
る
取

味
の
あ

せ
く
だ
さ

わ
た
」
の

「
地
域
医

橋
と

え
る
活

康
、
看

会
な
ど

組
み
も

は
、

い
。

磐
田
市
健
幸
づ
く
り

一

づ
く
り
」

医

こ
と

条
例

をを

」
も
こ

め
に
活

を目施の動
を

「地
域
医
療
を
守
り

市
は
、
一
人

進
め

「
地
域

指
し
て
、
令
和

行
し
ま
し
た

条
例
と
共
に
、

進
め
て
い
き

６
。
「よま

及
び

育
む
条
例
」
を
施
行

人
自
ら

「
健
幸

療
を
守
り
育
む
」

年
４
月
１
日
に
本

地
域
医
療
い
わ
た

り
一
層
地
域
の
た

す
。

「も
し
も
の
と

つ
い
て

も
し
も
の
時

め
に
、

な

望
む

療
や
ケ
ア
に

て
、
家
族

話

っ
て

ま
し
ょ
う
。

は

「
私
と 話

し
あと家

族 合
お
う

た
が

し
合

の
あ
ん
し

ノ
ー
ト
」
を

し
て

ま
す

詳
し

、
市

ー

ー
ジ き

」
に

の
た

つ
い

市
で

公
開

く
は

を
ご
覧
く

医みんいホだ
さ
い

。
ム
ペ。

つ
の

「

医
療
事
情
に
関
心

か
」
活
動

（か
ん
し
ん
）
を

医
療
の
学
習

（が
く
し
ゅ
う
）

ら
だ
）
づ
く
り
に
取
り
組

謝

（
か
ん
し
ゃ
）
と
敬

う

地
域
医
療
を
育
む
５

①
地
域
の

持
と
う

②
健
康
、
病
気
、

を
し
よ
う

③
健
康
な
体

（
か

も
う

④
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

意
の
気
持
ち
を

⑤
医
療
機
関
の
か
か

感
伝
えり
よ方

を
見
直
そ
う

や
り

市

遠

域
は
、
医
師
な

の 思
い地地

域
と
比
較
し
て

、
安
心
安
全

医
療
を

人
一
人
が
上

な手
な
医

り
、
も
し
も
の

に
療備

に
お
け
る
医

ケ

大
切
な
の

磐
田

ど
の
医

少
な
い

こ
の
よ

受
け
続
け

の
か
か
り

え
て
、
人

を
前
も
っ 療地

域
で

う
な

る
た

方
を

生
の

て
考 は

一
人
一
人
の

を
含
む
中
東

従
事
者
が
他

す
。

地
域
で
も

め
に
、
一

理
解
し
た

最
終
段
階

え
て
お
く
こ
と
な
ど
が
大

時
療
、

切
で
す
。 ア　

か
か
り
方

持
ち
ま
し
ょ
う

医
を

た
病
院
、
診
療
所
に
か
か
り
ま

い
て
、

間
や
休
日
の
救
急
外

ビ
ニ

や
め
ま
し
ょ
う

め

夜

受
診
は

い
、
日
中
は

ん
で
い

な

自
己
都
合
で

混

救
急
外
来
を

る

受
診
す

・

ク
シ
ー
代
わ
り
に
使
う
の
は
や

※教育機関やボランティアなど

▲地域医療いわたの皆さん

上
手
な
医
療
の

・
か
か
り
つ
け

・
症
状
に
応
じ

し
ょ
う

・
緊
急
時
を
除

来
へ
の

ン

※
仕
事
を
休

な
ど
、

る
こ
と

救
急
車
を
タ

め
ま
し
ょ
う

コ※

▲市ホームページ
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！ 
み
ん
な
で
身
体
を
動
か
そ
う
！

スポーツのまち推進課

（本庁舎２階）

0538-37-4832☎

0538-37-5034ＦＡＸ

ページ番号

1013966

　

年
も
い
わ
た
ス
ポ
レ
ク
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

催
し
ま
す
。
市
内
の
競
技
団
体
が
出
展
す

ポ
ー

体
験
ブ

ス

、
体
力
テ
ス
ト
に
挑

ルる戦
し

く

し
ま
し
ょ
う
。

　

ロ

ビ
ー

ム

岡
ブ
ル
ー
レ
ヴ
ズ
の

ス

フ
が

子

ラ
グ
ビ
ー
体
験
」
を

し

。
ま

プ

野
球
チ
ー
ム
の
く
ふ

テ

チ
ャ

静

は
球
団
ス
タ
ッ
フ
が

普開うス
今を

開
ス

て
プ及催ハ

ヤラ
ッ

ウ
ト

ー
身
体
を

チ
ー

「
親

た
、

ー
ズ

に
参
加

や動
か

静でロ岡し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

ト
上
げ
ま

ツ
、
楽
し

ラ
グ

タ
ッ

ま
すベ

ン
ク
ア

す
。

日　

時
／
10
月

　
　
　
　
　
　

日
㈰

時

午
後
２
時

／
か

会対

場象

20

午
前
９

ぶ
と

／
市
内
在
住

〜
塚
公
園
内

・
在
学
・
在
勤
の
方

　　参
加
費

申　

込
／
無
料

／
10
月
８
日
㈫
ま
で
に
電
子
申
請

ポ
レ
ク

い健
康
フ

わ
た
スェ

ス
テ
ィ
バ
ル

▲電子申請

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
！

　

当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ブ
ー
ス
や

康
に
関
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

日
配
布
さ
れ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
台
紙
を

に
体
育
館
や
陸
上
競
技
場

ど
の
ブ
ー
ス
を

参周

健当考り
た
く
さ
ん
の
ス
タ
ン
プ
を

ま
し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
さ
ま

な
集
めざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。

ス
リ

、
弓

卓
球
・
卓
球
バ
レ
ー

バ

ー
ボ
ー

、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

、、

ン
、
ニ
ュ

ス
ポ

ツ
、
バ
ウ
ン
ド

ニ
ゲ
ー

、
剣

ー道
、
護

術

（
合

ン
テ
ン 道

、
ル

ー
ムバ

イ
ク

身

、
親
子
ラ
グ
ビ
ー

ー体
験ー

レリミ
ウ

ト体
起
こ
し
、
長
座
体
前

反
復

出
展
予
定
ブ

・
ス
ポ
ー
ツ

ア
ー
チ
ェ

ソ
フ
ト

ト
ラ
ン
ポ

テ
ニ
ス
、

気
道
）

・
体
力
テ

握
力
、

横
跳
び 、

マ
ス上、

ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
、
立

屈
、幅

跳
び
、

20

開
眼
片
足
立
ち
、
10
ｍ

ち

障
害
物
歩
行
、
50
ｍ
走

・

業
大
学

（
江
間
ゼ
ミ
）、
磐
田
市
健
康

※

は
一
部
種
目
の
み
と
な
り
ま
す
。
出
展

雨予

ー
ス
は
8
月
31
日
時
点
の
も
の
に
な
り

ま 健
康
啓
発

静
岡
産

増
進
課

天
時

定
ブ

す

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
楽
し
も
う
！

　

当
日
は
ス
ポ

ツ
体
験
ブ
ー
ス
だ

で
は
な
く
、

チ
ン
カ
ー

店
も
計
画
し

ま
す
。
イ

ト
間

休

時
間
は
も
ち
ろ

け
て
い、

身
体
を
動

キ
ッ

ベ
ン

か
し
た

の
後
も
、
キ ーの

出
憩

ッ
チ
ン
カ
ー
を

ん
楽
し
も
う
。

】

【い 問
い

わ
た

合
わ
せ

ス
ポ
レ

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

37

３
２

ク

実
行
委
員
会
事
務
局

（ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

電
話
：０
５
３
８-

Ｆ
Ａ
Ｘ

：０
５
３
８-

37
推
進
課
内
）

-

４
８

-

５
０
３
４

▲ホームページ
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ページ番号

1001652

０

４
開
催

磐
田
市
芸
術
祭
２

文
化
芸
術
の

２
祭
典

0538-37-８５５０☎

0538-37-５０５６ＦＡＸ

あ
な
た
も
芸
術
鑑
賞
し
て
み
ま
せ
ん
か

文化振興課

（かたりあ内）

磐
田
市
芸
術
祭
は
、
磐
田
市
の
文
化
・
芸
術
の
祭

典
で

。
市
が

催
し
、
磐
田
市
文
化
協
会
に
事

て

て
い
ま
す
。

祭
は

６
日
㈰
の
磐
田
市
民
文
化

館

り
あ

の
舞
踊
や
音
楽
な
ど
の
公

皮

主
実
施
し

、
10
月

」
で

切
り
に
、
公
募
に
よ
る
市
内
在
住

会演在

絵
画
や
書
、
工
芸
・
ク

フ
ト
、

・

、
文
化
協
会
会
員
に
よ

花
、

す

業
委
託
し

芸
術

「
か
た

前
期
）

の
皆

真
、
短

け
ば
な をさ

ん歌、
小

の
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ー
ト
な

ラる
菊

ど
の
多

（勤写い彩
な
展
示
を
行
い

か
ら
の

俳
句

学
生ま

す
。

芸術祭 2024 日程

公募展 （会場 ：中央図書館）

部門 展示期間

絵画 10/10㈭～ 10/13 ㈰

書 10/17㈭～ 10/20 ㈰

工芸 ・ クラフト 10/23㈬～ 10/27㈰

写真 １１/ １４㈭～ 11/ 17㈰

短歌 ・俳句 11/20㈬～ 11/24㈰

昨
年
度
は
、
応
募
総
数
１
９

も
の
作
品

寄

ら
れ
、
５
０
０
０
人
を
超 ０

０
点

え
る
多
く
の
方

がに

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
入
場
無
料
で
す
。
こ
の
秋
、
身
近
な
方
々

作

ふ
れ
て
、
あ
な
た
も
芸
術
鑑
賞
し
て
み
ま

のせ

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

品
募
集
は
、
９
月
20
日
㈮
に
締
め
切
ら

。、

れ
た
多
く
の
力
作
は
、
こ
れ
か
ら
審
査

れが

せ
来
場
し

会
場品

に
か
。

、
作

せ
ら

わ
れ
、
市

賞

教
育
長
賞

ど
が
決
ま
り
、
12

ん
な
お

寄行月
に

長

表
彰
式
が

や
行
わ
れ
る

な

予
定
で
す
。

文化協会会員による展示 （会場 ：中央図書館）

部門 展示期間

菊花 10/31㈭～ 11/23 ㈷

いけばな 11/　8㈮～ 11/10 ㈰

市内小学生による展示 （会場 ：豊田福祉センター）

部門 展示期間

ジュニアアート 11/16㈯～ 11/24㈰

文化協会会員による公演 （会場 ：かたりあ）

部門 公演日

舞台
公演

前期 10/　6㈰

後期 10/20㈰

※１0/25㈮、 １１/22㈮は図書館休館

▲絵画の部

▲菊花の部

▲書の部 ▲工芸 ・ クラフトの部 ▲写真の部

▲いけばなの部 ▲ジュニアアートの部 ▲公演 （舞台部門発表）

磐
田
市
文
化
協
会
の
活
動

芸
術

を
運
営
す

「
磐
田
市
文
化
協
会
」
に

、
現

82
団

る
体
、
１
１
２
９
人
が
加
盟
し
て

はい

す
祭在

、加
盟

体
に
は
、
絵
画
・

・
写

・

・

・
い
け
ば
な
・

・

唱
・

楽が
く

・

舞ぶ

・
和わ

楽が
く

・
詩し

吟ぎ

日に
ち

舞ぶ

民み

・・ん

・
芸

。短
歌

器き能
な

団俳
句

洋よ
う、

さ

ざ
ま
な
部
門

あ
り

真
茶
道・、

そ

ま
工
芸

合踊よ
うれ

ぞ

ど

精
力
的
に

ま
活
動
し

い
ま
す

て

、
次
の
２

で

書
菊
花

ん

・が。す

つ
継
承
と（

れ
本
協
会
の

・・こ
の
２
つ

成

き
る

、
会
員

士

り

い
、

し
合
い

が

も

、
市

皆
さ
ん

た
寄
与

で合にだ
く
工

。
発
展

啓
発
）

よ
う

励
ま

民
の

夫
に
つ
い
て

同なにも

仲
間
に
な
っ
て
、
興

な
が
ら
文
化
の
創

味作

目
的
は

伝
統
あ
る
芸
術
文
化
の

市
民
文
化
の
向
上
へ
の

の
目
的
を
達

の
交
流
に
よ
り
、
語

ら
研
鑽
を
積
む
と
と

賞
や
体
験
を
し
て
い

て
い
ま
す
。

た
も
文
化
協
会
の

歩
進
み
、
「
学
び
」

通
し
て
人
生
の
楽
し
み
を
広
げ
て
み
ま
せ

か活ん
鑑検

討
し

あ
な

ら
一

動
を

か
。

【詳
し

】

は
磐
田
市
文
化
協
会
へ

（

ン
タ
ー
３
階
）

86

０

く

磐
田
市
文
化
協
会

住
所
：

電
話
：０
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

：０
５
３

弥
藤
太
島
５

８-８-

86 豊
田
福
祉
セ

０
０-

１

-

３
７
３

-

３
７
３
１

▲ホームページ

▲磐田市文化協会
　 会報 「創」
　 （年 1回発行）
　 会報誌でも協会の
　 活動を詳しく紹介
　 しています
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ページ番号

1010004

は

相
続
登
記

お
済
み
で
す
か
？

資産税課

（本庁舎１階）

0538-37-4809☎

0538-33-7715ＦＡＸ

所
有
者
不
明
の
土
地
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
承
継
支
援
ネ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

事
業
の
承
継
を
お
考
え
の
方
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

☎0538-37-4904

ＦＡＸ0538-37-5013

産業政策課

（西庁舎１階）

現

多
く
の
中
小
企
業
や
小
規
模
事

の
皆

ん
が
事
業
承
継
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や

に
つ

て
悩
ん
で
い
ま
す
。
後
継
者
の
育

考
え

と

事
業
承
継
の
準
備
に
、
5

業方成年

者法も〜
10
年

ど
、か

か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、

め
の 在

、さいるほ準
備
や
計
画
的
な
取
り
組
み
が
必
要

早で
す
。

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん

こ
れ
か
ら

円
滑
に
事
業
を
経
営
し
て
い
た

く
た
め

磐
田
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ー
ク
」
と

に
、
皆
さ
ん
の
培
っ
て
き
た
あ

ゆ
る
経

資
源
の
継
続
・
発
展
に
取
り
組

にだワらん
で
い
ま
す

事
業
承

に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
・
ご
検

さ
れ
て

も
、
「共

営
。

継い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

討だ
さ
い
。

対
象
者

市
内
に
事

所

有
す
る
中
小
企
業
や
小

業

規
模
事
業
者
の

を方
な
ど

ページ番号

1006963

【問
い
合
わ
せ

・

】

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
に
つ
い

　　　

て

静
岡
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

相
続
土
地
国
庫
帰
属
審
査
室

☎
０
５
４
‐
２
５
４
‐
３
５
５
５
㈹

・

　

は
、

家
屋

会
と

地土
地
問

・
解

協
定
を

た
。

県
司
法

調題結書

や

相
談
す
る

県可
能
で

査のび士こ【 空
き
家

市士予
防

ま
し

会と
が

問
い

・

所
有
者
不
明
土
地
解
消
へ

県
司
法
書
士
会
や
県
土

空
き
家
や
所
有
者
不
明

消
を
推
進
す
る
た
め
の

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

土
地
家
屋
調
査
士
会
に

す
。

】
手
続
き
に
つ
い
て

４

　　　

‐
時
）

３
７

４

・

０

未
登
記
家
屋
に
つ
い
て

　　

合
わ
せ

相
続
関
連
の

静
岡
県
司
法
書
士
会

（平
日
午
後
２
時
〜

☎
０
５
４
‐
２
８
９

土
地
の
境
界
・

静
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
０
５
４
‐
２
８
２
‐
０
６
０
０

し
た

　

て
い
た
土
地
や
建

変
更
す
る
手
続
き

。
相
続

（
遺
言
を

取
得
し
た

続

３が
あ

。

務
局

相

年
以
内
に

り
ま
す

・
磐
田
出

人
相
続市張

磐
田
出
張
所

　　
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま

亡
く
な
っ
た
方
が
所
有
し

物
の
名
義
を
、
相
続
人
へ

を
相
続
登
記
と
い
い
ま
す

含
む
）
に
よ
っ
て
不
動
産
を

は
、
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

登
記
の
申
請
を
す
る
必
要

内
の
土
地
・
建
物
は
、
法

所
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

・
相
続
登
記
に
つ
い
て

静
岡
地
方
法
務
局　

☎
32
‐
２
６
１
８

　

た
不
要
な
土

り
ま
す

ま
す
。

。
引

詳
し

土
地
国
庫
帰

地
を

き
取

く属
審
査
室
へ

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の

相
続
や
遺
贈
に
よ
り
取

、
国
が
引
き
取
る

り
に
は
一
定
の
要
件
が

は
静
岡
地
方
法
務
局
・

お
問
い
合
わ
せ

得

制
度
があ相く 創

設
しあり続だ

さ
い
。

磐田市事業承継支援ネットワーク

●何から始めたらよいか分からない

●後継者が決まっていないけれど ...

●従業員に継がせる？　M&A？

●廃業を考えているが ...

●後継者として期待されているけど ...

●磐田市

●磐田商工会議所

●磐田商工会

●金融機関

●東海税理士会磐田支部

磐田市内

事業者の皆さま

相談

サポート

磐田市事業承継支援

ネットワーク
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猫
に
餌
を

無
責
任
に

あ
げ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

☎

環境課

（西庁舎１階）

0538-37-2702

ＦＡＸ0538-37-5565

ページ番号

1001494

　

市
に
は
猫
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
多
く

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
飼
い
主

い
な
い
猫
に
よ
る
糞
尿
被
害
や
発
情
期
の

き
声
な
ど
で
す
。
困
っ
て
い
る
方
は
餌
を
与

寄の鳴え

い
る
方

原
因
だ
と
思

て
い
る
こ
と
が

て
多
く

が

、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
に

っ
発
展
し
て
い
ま
す
。

・

例

猫
に

・

の
方 る

苦
情

が
置
き

相
談
の

を
し
て
い
る
た
め
、
猫

関
す

所集
ま
り

餌尿
を
庭
に
さ
れ
て
し
ま
う

増
え
て

て
い
る

・・
近が猫

が
猫
の
爪
で

、
糞
や

し
ま

車
が

い
傷
つ 、

困
っ

け
ら
れ
た

い

　

去
勢

る
方
へ

を
行

ず
、

だ

を

え

、

し

と

り

ま

、

ま

を

餌

不
幸
な

ま
す
。

防
ぐ
た
め

け
猫
をたに

も
与

増
やさ、

次

餌
を
与
え
て

不
妊
・

て
し
ま
う
と

て
し
ま
う
こ

ざ
ま
な
近
隣

の
こ
と
を
お

ト願
い

わ

結
果
的
に

に
繋
が

ラ
ブ
ル

し
ま
す
。

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

ページ番号

1001521

企
業
と

連
携
し

自
然
保
護
団
体
が

た
環
境
保
全
活
動

環境課

（西庁舎１階）

0538-37-4874☎

0538-37-5565ＦＡＸ

　

近

市
に
は
地
元
企
業
か
ら
持
続
的
な

営
を

て
い
く
た
め
に
自
然
環
境
に
対
す
る

り
組

を
求
め

相
談

寄
せ
ら
れ
て

ま

る
市
内
で

が
活
動
す

の

、

団
体
員
の

え
て

が

る
人
員
不
足
な

あ
り
ま
す
。

こ、

携

の

経取す体
は

課で
、

企保

て 高
齢
化
や

る
現
状

担
い
、

政
で
連

お
り
、

令
和
５

し
、

令
和
6

時
点
で 年

、しみ

。
一
方
で

、
題
を
抱

市
が

業
・
地

全
活
動、

12

い

仲
介
役
を

域
・
行

を
行
っ

社
の
企
業
が
参
加
し

い

自
然
保
護
団

どそ

年
度
か
ら

桶
ケ
谷
沼

年
8
月
末

て
い
ま
す
。

参
加
企
業　

※
50

　

（

ワ
レ
キ

、

研

会

株
式

化

株
式

）会会

N
P

プ

工
社
、

日

イ社
、業D

東

業
株

式
会

工社
、
日

式
会

株

機
株

社
、式

会

田式本式社
、

川社社
、

村会マ
イ

会株
式
会
社
ロ

音
順

磐
田
瀝
青
補
材
共
同
企
業
体

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
株
式

ソ
ミ
ッ
ク
石
川
、
大
日
精

高
砂
香
料
工
業
株
式
会

ラ
ス
チ
ッ
ク
株
式
会
社
、

社
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株

ク
ロ
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
マ
株

社
H
O
W
A
、
ヤ
マ
ハ
発
動

ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド

豊
か
な
自
然
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
にト

ン
ボ
」

は
じ
め

内
容

保
護
活
動

ッ
コ
ウ

を
保
護
す

、
ヤ
ゴ

ボ
類

周
辺
の
草
刈
り
を
し

を

る
た
め

て
い
ま
す
。

ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
特
定

ア
メ
リ
カ
ザ

ガ
ニ
や
ミ
シ

ガ
メ
を

リ

捕
獲
し
て
い
ま
す
。

他
の
動

物
の

息
環
境

環
境
保
全
活
動
の

①
ト
ン
ボ
類
の

市
の
昆
虫

「
ベ

と
す
る
ト
ン

の
飼
育
や

② 

外
来
種
の
捕
獲

生
態
系
の
バ

外
来
種
で
あ
る

シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ

③
樹
木
の

ト
ン
ボ
類
や
そ

を
整
備
す
る
た

ミ

伐
採
作
業のめ

、

植

雑
木
類
を

生

伐
採
し
ま
す
。

こ

で
、

入

て
き

り

カ

な
いとっ害

虫

発

せ

、

問
題
が

を

発
生
し

餌
を

た
生

ま
す

求
め

、さ。

る
と
、
ト

が 排
泄
す

あ
り
ま
す
。

れ
以
上
増
や
さ
な

敷
地
内
で

恐
れ

去
勢
手
術
を
行
うこ勢

手
術
を
行
な
っ
て

①
無
責
任
な
置
き
餌
は
し

長
時
間
置
き
餌
を
す
る

て
他
の
地
域
か
ら
猫
が

ラ
ス
が
寄
っ
て
き
た
り

た
り
す
る
な
ど
の

②
排
泄
場
所
を
決
め
る

近
隣
の
住
民
の

ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る

③
不
妊
・

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を

い
た
め
に
も
不
妊
・
去

く
だ
さ
い
。

不
妊
・

つ
い
て

　

市
は

の

猫
に
対
し
て
不

妊
・

行

た
め
に
、
そ
の

助
成
し

い
ま
す
。

去
勢
手
術
の

、
飼
い
主

勢
手
術
を

一
部
を

市
ホ
ー
ム 補

助
金
に

い
な
い

う
方
のて

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

去

手
術
費
用
の

※
詳
し
く
は

さ
い

▲樹木伐採作業

▲外来種の捕獲作業

▲ホーム
　 ページ

17
広
報 16

広
報2024年（令和6年）9月号 2024年（令和6年）9月号

https://www.city.iwata.shizuoka.jp/kurashi_tetsuzuki/juutaku_pet_seikatsu/pet/1001521.html


路　線 出発時刻

福田線

  7 ： 30

12 ： 30

16 ： 30

豊田線 13 ： 30

磐田中央線 15 ： 00

☎

FAX

0538-37-4751

0538-32-2353

迷
惑
電
話
防
止
装
置
の

購
入
費
を
補
助
し
ま
す

自治デザイン課

（本庁舎 2 階）

ページ番号

１０10032
市
内
で
団
体
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、
「還
付
金

の
返
金
を
す
る
」
「
未
払
い
の
料
金
が
あ
る
」
な

ど
と
告
げ
て
、
送
金
を
も
ち
か
け
る
不
審
な
電

話
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
電
話
に

よ
る
高
齢
者
の
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
通
話
録
音
装
置
な
ど
の
購
入
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象市

内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

補
助
内
容

限
度
額
は
１
万
円
。
機
器
購
入
費
用
の
う
ち
、

千
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
金
額
を
補

助　

※
１
世
帯
１
台
限
り

対
象
機
器

固
定
電
話
に
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
う
ち
、

次
の
①
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
択

迷
惑
電
話
に
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

①
通
話
録
音
装
置

着
信
時
に
自
動
で
相
手
に
録
音
す
る
こ
と
を

予
告
し
、
通
話
内
容
を
録
音
す
る
機
能
が
あ

る
も
の

②
着
信
拒
否
装
置

悪
質
電
話
の
着
信
を
自
動
判
別
し
、
点
灯
で

通
知
、
ま
た
は
自
動
で
着
信
切
断
す
る
機
能

が
あ
る
も
の

（
毎
月
の
情
報
利
用
料
が
別
途

必
要
に
な
り
ま
す
）

※
電
話
機
本
体
に
機
能
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
も

の
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

申
請
手
順

①
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
自
治
デ
ザ
イ
ン
課
へ
提
出

（F
A
X
可
）
す
る

※
先
着
順
で
受
け
付
け
し
、
予
算
に
達
し
次
第

終
了
と
な
り
ま
す

②
市
か
ら
内
示
通
知
が
送
付
さ
れ
る

③
内
示
通
知
が
届
い
て
か
ら
機
器
を
購
入
す
る

※
機
器
の
設
置
に
よ
り
、
迷
惑
電
話
を
完
全
に

排
除
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ページ番号

☎

FAX

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

自治デザイン課

（本庁舎 2 階）

0538-37-4751

0538-32-2353

 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
市
内
を
8

つ
の
地
区
に
分
け
て
運
行
し
て
い
る
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
で
す
。

 

路
線
バ
ス
を
補
完
す
る
も
の
で
、
一
般
タ
ク

シ
ー
と
競
合
を
避
け
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
自

宅
と
指
定
施
設
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
が
で

き
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

7
月
1
日
か
ら
は
次
の
と
お
り
増
便
し
て

い
ま
す
。

運
行
内
容
に
つ
い
て

 

ご
利
用
に
は
、
事
前
の
利
用
者
登
録

（
無

料
）
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
各
支
所
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
架
し
て

い
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
て
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
自
治
デ
サ
イ
ン
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
運
賃
割
引

 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
は
、
65
歳

以
上
で
運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
方

の
運
賃
が
半
額
に
な
り
ま
す
。
運
転
経
歴
証

明
書
は
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
の
手
続

き
を
す
る
際
に
警
察
署
な
ど
で
申
請
の
う
え
、

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
手
数
料
は
1
1
0
0
円
か
か
り
ま
す

詳
し
く
は
磐
田
警
察
署
（☎
37
ー
0
1
1
0
）

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

▲紹介動画

1001580

路線別増便一覧

▲パンフレット

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
案
内
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